
授業科目名 臨床心理学 単位数 2単位

担当教員名 平雅夫 担当形態 単独

実務内容
（実務家教員の場合）

授業の概要

授業計画

テキスト

参考書・参考資料等

学生に対する評価

諸富祥彦、（2022）、『カウンセリングの理論（上）』、誠信書房
ISBN　978-4-414-403787-

諸富祥彦、（2022）、『カウンセリングの理論（下）』、誠信書房
ISBN　978-4-414-40379-4

スクーリング評価（25％）、レポート評価（25％）、科目修得試験（50％）

「学位授与の方針」との関係

DP1.多様な人々や生命に対して、他者を認め、他者を排除せず、仲間を作るという星槎の三つの約束の精神に則って、共
生社会の創造に貢献する姿勢を身につけることができる（貢献力）
DP2.共生社会創造のために、教育、福祉、環境、国際関係、スポーツ身体表現、等の専門的知見を得ることができる（専
門知）
DP3.自分の専門以外の領域からも得られた知見を統合することができる（統合知）
DP4.個人や社会にとって必要な課題の解決のため、自律的な課題探究能力を身につけ実践することができる（実践力）
DP5.共生社会創造の目的のために、様々な分野について絶えず学び続ける態度を持つことができる（継続力）

授業のテーマ及び到達目標

（１）臨床心理学の歴史と背景について理解を深める
（２）臨床心理学の心理的アプローチについて理解を深める
（３）臨床心理学の心理社会的アプローチについて理解を深める

現代は『こころ』の時代ともいえ『こころ』の問題の解決は、時代の要請ともいえるだろう。こうした現代にあって、
『こころ』を実践する者には、心理学に関する系統的な知識が不可欠だということの自覚と、常に知識をブラッシュアッ
プする態度が求められる。
本科目では、心理学の研究成果の応用と臨床実践から生じた援助技法を統合した臨床心理学を学びつつ、『こころ』に関
わるものとしての知識の基礎づくりを学んでいく。

第１回　テキスト第１章　臨床心理学とは
第２回　テキスト第２章　臨床心理実践
第３回　テキスト第４章　臨床心理学の歴史
第４回　テキスト第４章　日本の臨床心理学の発展　臨床心理学の未来
第５回　テキスト第５章　臨床心理学と研究
第６回　テキスト第６章　生物ー心理ー社会モデル
第７回　テキスト第７章　人間性アプローチ　クライエント中心療法
第８回　テキスト第８章　精神力動的アプローチ　精神分析学
第９回　テキスト第９章　行動主義　行動療法
第10回　テキスト第10章　認知モデル　認知行動療法
第11回　テキスト第11章　システム論　家族療法　カップルセラピー
第12回　テキスト第12章　コミュニティアプローチ　コミュニティ心理学
第13回　テキスト第13章　社会構成主義　ナラティブ・アプローチ
第14回　テキスト第３章　臨床心理学を学ぶことと学び続けること
第15回　まとめ

スクーリングでの学修

臨床心理学の知識を深め、臨床心理学的課題への援助について考察していく。また、クライエント中心療法、精神分析
学、認知行動療法などの諸理論を学びながら「いじめ」「適応障害」等の社会的な問題を検討する。

下山晴彦・佐藤隆夫・北郷一夫監修、下山晴彦・石丸径一郎編著、（2020）、『公認心理師スタンダードテキストシリー
ズ臨床心理学概論』ミネルヴァ書房

ISBN　978-4-623-08613-9


